
イベント消費のメカニズム解明：参加者の動機と心理的財布に着目して佳 作

社外取締役の導入意義：他のガバナンスメカニズムとの関係を考慮した実証分析佳 作

執筆動機

毎年広田ゼミでは、3年次にグループで

論文を作成し、商学懸賞論文に応募させ

て頂いています。毎年のように入賞され

るゼミの優秀な先輩方に憧れを抱き、ゼ

ミの良き伝統を受け継いでいきたいとい

う思いで、私達も入賞することを目標に

執筆しました。結果的に、入賞すること

が出来、大変嬉しく思っています。この

ような結果が残せたのも広田先生をはじ

め、ゼミの先輩、同期の支えがあったか

らであります。本当にありがとうございま

した。

論文の内容

近年、政府は企業統治（ガバナンス）強

化を目的に、「社外取締役」の導入を推進

しています。しかし、経済界では社外取

締役不要論を説く人もいるなど、社外取

締役の導入が企業価値に与える影響は不

明瞭でした。そこで私達は、社外取締役

がガバナンス手段の一つであることに着目

し、他のガバナンス手段の強弱によって

その効果は変わってくるのではないかと考

えました。そのため本論文では、他のガ

バナンスメカニズムとの関係を考慮して、

社外取締役の導入効果を示しました。

執筆に当たってのエピソード

視野を広く持ち、俯瞰して物事を考え

ることの大切さを実感しました。私達は

研究を進めていく過程で、データを収集

して分析することを繰り返しました。しか

し、ようやく得られた分析結果も、研究

が進んで全体を一つの筋が通った論文に

まとめる段階になって、多くの問題点が

露呈してとても苦労しました。時に立ち止

まり、常に自分達のやっていることに対し

て疑問を投げかけてみることは非常に重

要だと学びました。

後輩の皆さんへメッセージ

論文作成を通して、私達は多くの素晴ら

しい経験をすることが出来ました。仲間

との連携、論理的思考など様々なことを

学びましたが、論文作成の最大の醍醐味

は「自分達で新しいものを作ることが出来

る」ことです。大学の講義では話を聴き、

理解することがほとんどで、あまり自分達

の意見を発信する機会は少ないと思いま

す。是非皆さんもこの懸賞論文に応募し、

自分達の想いをカタチにして欲しいです。

執筆動機

ゼミの枠を超えて自分の力を試してみ

たい、と考えたことが懸賞論文執筆の動

機です。私は守口ゼミナールに所属してお

り、3年次には関東学生マーケティング大

会に出場しました。その際にゼミ生と共

に培った、論理的思考力、分析力、論文

執筆力等を今度は自分の力で試してみた

いと考えました。

論文の内容

ハロウィンやカラーラン等、最近台頭

してきた「イベント消費」をテーマとしまし

た。「人々がイベントに参加する動機はど

のようなものがあるか。そしてどのような

プロセスをたどって参加意向に繋がるの

か」「イベント消費の際、財布のヒモが緩

む要因は何か」という2点に着目しました。

「イベント消費」を様々な角度から整理し

仮説を立てた後、仮説検証のために実際

にアンケートを実施しました。多くの友人

の協力もあり、約 300ものサンプルを集

めることが出来ました。そして、差の検

定と共分散構造分析を用いて統計分析を

行いました。

執筆にあたってのエピソード

私は、仮説検証をするために自分でア

ンケートを作成し実施する必要がありまし

た。使用する分析手法上、サンプルが300

は必要であると守口先生に言われていまし

た。案の定サンプル数が100を超えたあた

りから伸び悩んでしまい、私の研究もここ

までか…と打ちひしがれていました。しか

し、ゼミ生や大学の友人を始め、高校や

中学時代の友人達までもが私のアンケー

トの拡散に協力してくれたのです。そのお

かげで目標のサンプル数を集めることが

出来たので、私の研究は多くの人の協力の

上ではじめて結果を残せたのです。

後輩へのメッセージ

懸賞論文執筆の裏にはたくさんのドラ

マがあります。研究が進まず頭を抱えた

り、サンプルが集まらず打ちひしがれた

り、分析結果が出て歓喜したり…。是非、

学生生活により一層彩りを与えるために、

何か未知なことに挑戦してみてください。

それは、サークル活動でもバイトでも私

は構わないと思います。ただ、その一つ

の選択として是非、「懸賞論文執筆」という

項目も候補に入れてみてください。
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